
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
「
源
氏
五
十
四
帖
」
に
な
ぞ
ら
え
て
以
下
の
吉
原
の
遊
女
五
十
四
名
を
評
判
し
た
遊
女
評
判
記
で
あ
る
。
現
圧

伝
わ
る
写
本
は
五
十
一
丁
か
ら
な
り
、
「
浅
茅
の
尼
」
の
序
文
、
続
い
て
以
下
の
遊
女
の
評
判
が
並
ぶ
。

花
紫
・
薄
雲
・
八
重
霧
・
も
ろ
こ
し
・
小
む
ら
さ
き
・
小
和
泉
・
小
さ
つ
ま
・
つ
し
ま
・
小
も
ん
と
・
桂
・
志
賀
さ
き
・
鹿
背
山
・
巌
・

小
わ
か
さ
・
せ
き
し
ゆ
・
み
ゆ
き
・
は
つ
れ
・
小
宰
相
・
西
尾
・
よ
し
野
・
三
よ
し
・
坂
く
ら
・
松
か
え
。
つ
れ
よ
・
清
原
・
左
門
．
も

し
ほ
・
若
紫
・
情
は
し
・
む
め
か
え
・
さ
く
ら
木
・
三
笠
・
小
ふ
し
・
た
ん
し
ゆ
・
せ
い
し
ゆ
・
浅
妻
・
藤
浪
・
せ
き
し
ゆ
・
は
っ
野
・

花
か
つ
ら
・
玉
井
・
万
太
夫
．
か
く
山
・
篠
崎
・
坂
川
・
津
川
・
よ
し
田
・
う
き
鴫
・
江
口
・
花
里
・
八
し
ほ
・
た
ん
こ
・
玉
か
つ
ら

こ
の
ほ
か
「
源
氏
之
外
栄
花
物
語
之
列
」
と
し
て
五
十
一
名
の
遊
女
の
名
を
挙
げ
、
最
後
に
「
正
月
晦
日
相
定
」
と
「
四
国
太
郎
」
在
判
の
五

調
査
報
告
三
十

成
立
は
奥
書
か
ら
貞
享
四
年
、
作
者
は
宝
井
其
角
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
野
間
光
辰
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
及
び
未

刊
文
芸
資
料
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
（
第
三
期
第
三
回
、
古
典
文
庫
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
）
の
吉
田
幸
一
に
よ
る
解
題
が
詳
し
い
。

こ
の
ほ
か
「
源
氏
之
外
坪

箇
条
の
起
請
文
が
載
る
。

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
解
題

佐
藤

悟
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三十吉原源氏五十四君

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
の
原
本
は
現
在
伝
わ
ら
ず
、
転
写
本
が
数
点
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
種
彦
が
天
保
十
年
に
筆
写
し
た

も
の
を
祖
本
と
し
て
い
る
。
種
彦
は
奥
書
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
書
三
十
年
前
古
談
州
楼
に
て
は
し
め
て
見
た
り
原
本
は
三
谷
と
や
ら
ん
に
あ
る
よ
し
と
間
り
い
ま
友
人
の
蔵
せ
る
本
を
見
る
に
三
転
四

転
の
物
な
る
べ
け
れ
ど
す
こ
し
は
其
角
の
書
体
の
残
り
て
見
ゆ
る
が
ゆ
か
し
さ
に
自
す
ぎ
う
つ
し
に
し
た
る
は
天
保
十
年
己
亥
の
春
な
り

画
は
こ
と
さ
ら
に
意
な
き
人
の
う
つ
し
お
き
し
な
れ
は
あ
や
し
く
見
わ
け
か
た
き
と
こ
ろ
も
お
ほ
か
り
画
人
の
名
は
載
さ
れ
と
も
師
宣
な

原
本
が
あ
っ
た
と
い
う
「
三
谷
」
は
吉
原
で
は
な
く
、
幕
府
の
御
用
達
で
あ
っ
た
三
谷
三
九
郎
か
そ
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
種
彦
は
『
柳
亭
筆
記

（
脱
漏
）
』
の
「
女
合
羽
」
の
項
に
、
三
谷
家
の
女
は
雨
中
で
も
合
羽
を
着
用
せ
ず
、
浴
衣
を
上
に
繩
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
古
談
洲

楼
」
と
い
う
の
は
初
代
烏
亭
焉
馬
の
こ
と
で
、
種
彦
は
一
時
焉
馬
の
門
人
を
称
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
原
本
と
同
様
に
種
彦
が
焉
馬
に
見
せ

ら
れ
た
写
本
も
、
種
彦
の
友
人
が
所
持
し
て
い
た
写
本
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
の
原
本
が
版
本
か
写
本
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
写
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
種
彦
自
身
は
原
本
を
見
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
種
彦
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
高
尾
年
代
記
』
に
は
「
印
本
」
と
記
し
て
い
る

の
で
版
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
『
吉
原
書
籍
目
録
』
（
新
群
書
類
従
本
）
に
は

さ
ら
に
翌
天
保
十
一
年
八
月
二
十
四
日
に
談
洲
楼
所
持
の
本
に
再
び
巡
り
会
い
、
校
訂
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
次
の
識
語
か
ら
知
ら
れ
る
。

天
保
庚
子
秋
八
念
四
日
三
十
年
前
談
洲
楼
に
て
見
た
る
本
に
再
度
め
く
り
あ
ひ
写
誤
を
改
め
し
○
は
そ
の
本
の
印
原
本
と
い
へ
る
も

画
は
こ
と
さ
ら
に
意

る
よ
し
談
州
の
話
也

同
本
の
事
な
り

柳
亭
種
彦〉

へ
る
も

（
団
ウ
）

（
副
ウ
）
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吉
原
源
氏
五
十
四
君
一
冊
貞
享
四
年

菱
川
画
名
な
し
其
角
自
筆
耕

西
鶴
が
『
一
代
男
』
『
二
代
男
』
の
作
振
り
に
な
ら
ひ
て
書
き
し
ゆ
ゑ
、
常
の
俳
文
と
は
異
な
り
、
其
角
が
筆
の
自
在
を
見
つ
く
し
。

貞
享
四
卯
年
其
角
と
奥
に
あ
り
、
末
に
起
請
文
を
出
し
て
四
国
太
郎
と
あ
り
。

と
記
す
だ
け
で
、
い
づ
れ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

現
存
す
る
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
・
国
立
国
会
図
書
館
・
京
都
大
学
頴
原
文
庫
・
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は
種
彦
の
門
人
笠
亭
仙
果
が
種
彦
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、
他
の
諸
本
は
ゑ
な
仙
果
本
を
さ
ら
に
転
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
笠
亭
仙
果
は
天
保
十
三
年
七
月
二
十
八
日
に
種
彦
本
を
書
写
し
て
い
る
。
種
彦
は
七
月
十
九
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
種
彦
の

死
の
直
前
に
借
り
だ
し
て
筆
写
し
た
こ
と
が
判
る
。

実
践
本
は
仙
果
本
と
は
異
な
り
、
種
彦
の
筆
跡
を
忠
実
に
臨
模
し
、
特
に
挿
絵
に
関
し
て
は
種
彦
本
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
な

ど
、
現
存
す
る
本
の
中
で
は
最
も
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
実
践
本
が
い
つ
制
作
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

種
彦
本
が
ど
の
様
な
運
命
を
辿
っ
た
か
を
考
え
て
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頴
原
文
庫
本
に
は
「
柏
原
徳
」
と
い
う
本
屋
の
由
来
書
が
附
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

去
る
明
治
八
九
年
の
頃
大
伝
馬
町
丁
字
屋
の
本
店
勝
田
氏
よ
り
珍
籍
を
ニ
タ
車
浅
草
蔵
前
の
万
直
、
本
半
両
氏
買
受
此
全
部
悉
く
関
根
氏

の
蔵
書
と
成
し
も
其
後
如
何
に
成
候
や
此
時
の
本
は
柳
亭
翁
書
入
に
し
て
滝
沢
文
庫
の
蔵
印
有
害
中
七
八
ヶ
所
曲
亭
馬
琴
翁
の
訂
正
あ
り

こ
れ
に
よ
れ
ば
種
彦
の
没
後
、
種
彦
本
は
曲
亭
馬
琴
の
手
を
経
た
後
、
勝
田
氏
（
三
題
咄
の
興
笑
連
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
春
廼
屋
幾
久
で
あ

ろ
う
）
に
渡
り
、
さ
ら
に
関
根
至
誠
の
蔵
書
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
の
朶
他
に
書
入
等
な
し
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吉原源氏五十四君三十

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
書
誌

写
本
。
一
冊
。
縦
二
七
・
五
糎
、
横
一
九
・
○
糎
。

丁
数
五
十
丁
。
但
し
第
一
丁
を
欠
き
、
第
二
十
五
丁
が
乱
丁
。
第
一
丁
表
は
他
本
か
ら
類
推
す
る
に
、
「
吉
原
源
氏
五
十
四
君
」
と
題
名
を

打
付
書
き
に
し
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
に
は
次
の
よ
う
な
浅
茅
の
尼
の
序
文
の
前
半
が
記
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

実
践
本
は
昭
和
四
十
七
年
の
三
都
古
典
連
合
会
大
入
札
会
で
出
品
（
目
録
番
号
八
四
二
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
前
古
書
犀
浅
倉
屋
（
文

淵
閣
）
に
保
存
さ
れ
て
い
た
（
鈴
木
重
三
氏
談
話
）
と
い
う
。
同
様
の
体
裁
の
本
が
都
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吉
田

文
積
翁
（
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
二
日
没
）
の
も
と
で
浅
倉
屋
の
筆
耕
を
務
め
て
い
た
島
田
左
内
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
（
森
銑
三
氏
談

話
）
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
実
践
本
は
明
治
期
に
浅
倉
屋
の
手
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
正
十
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
版
画
礼
讃
』
（
稀
書
複
製
会
編
纂
）
に
「
ほ
ん
の
お
は
な
し
」
を
発
表
し
た
三
村
竹
渭
は
そ
の
中
で
表
紙

に
つ
い
て
触
れ
、
「
今
も
文
淵
閣
は
丹
表
紙
を
用
ひ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
傍
証
に
な
ろ
う
。

ま
た
挿
絵
の
画
工
で
あ
る
が
、
菱
川
師
宣
画
と
し
た
の
は
烏
亭
焉
馬
で
あ
っ
て
、
根
拠
は
な
い
。

虚
を
実
に
見
す
る
は
凡
夫

三
千
人
に
式
部
ひ
と
り
欺
也

ま
こ
と
を
い
ふ
て
う
そ
つ
き
に

な
る
事
つ
た
な
き
か
ゆ
へ
な
り
と

歯
か
承
を
な
せ
と
も
是
非
な
し

ち
よ
と
か
そ
へ
た
れ
は
五
十
四
人

1qq
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『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
国
会
本
を
底
本
と
し
て
続
燕
石
十
種
に
、
願
原
本
を
底
本
に
未
刊
文
芸
資
料
に
活
字
化
さ
れ
、
影
印
版
が
国
会

本
を
底
本
と
し
て
近
世
文
学
資
料
類
従
『
遊
女
評
判
記
集
（
下
）
』
（
小
川
武
彦
解
題
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
）
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
珍
書
保
存
会
に
よ
り
謄
写
複
製
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
底
本
は
不
明
で
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
東
京
帝
国
大
学
所
蔵
旧
泗
竹
文
庫

本
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
状
況
の
も
と
で
実
践
本
を
写
真
版
に
よ
り
紹
介
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

書
の
名
こ
と
，
ノ
ー
敷
に
よ
っ
て

備
考
柳
亭
種
彦
に
よ
る
朱
・
墨
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
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吉原源氏五十四君三十

（
淵
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）
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・
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‐

・

‐

‐

Ｍ
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‐

‐

別
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Ⅱ
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‐
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‐
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＃

‐

Ⅱ
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Ⅱ

‐
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．
宮
．
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宮
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宮
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‐
宮
‐
‐
宮
‐
宮
‐
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帥
冊
開
‐
‐
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‐
‐
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叩
叱
‐
Ⅱ
‐
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‐
‐
‐
Ⅱ
‐
開
‐
Ⅱ
‐
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Ｉ
開
‐
制
‐
開
‐
Ｈ
‐
Ⅱ
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搦
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榊
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》
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一
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冒
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冒
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Ｈ
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Ｐ
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Ｐ
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Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
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Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
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叩
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Ⅱ
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叩
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Ⅱ
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榊
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榊
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‐
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Ⅱ
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‐
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‐
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‐
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‐
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‐
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‐
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醐
叩
齢
叩
榊
Ⅱ
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・
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・
皿
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鵬
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Ⅱ
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‐
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瀞
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‐
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●
・
癖
蝋
Ⅱ
唯
哩
脹
雑
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鋤
誹
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皿
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‐
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蠅
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謝
輔
郡
糊
黙
獅
糊
辮
獅
唖

蕊
蒻
・
蕊
・
蕊
Ｌ
溌
灘
雛
蹴
卿
鰄
織
臓
辮
獺
蝋
轆
辨

‐

‐

‐

宮

‐

‐

‐

‐

‐

ｂ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

宮

‐

‐

‐

‐

“

冒

設

『

『

『

宮

凸

冒

『

凸

冒

凸

冒

『

‐

‐

宮

‐

■

‐

‐

■

Ｌ

宮

口

‐

‐

‐

‐

ワ

ワ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐
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Ｍ

‐

‐

１

１

‐

‐

‐

山

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

恥
潟
鴬
・
獄
・
憾
礁
・
・
蝿
・
・
報
鞭
訓
謝
謝
灘
蹴
鞠
吋
繰
Ⅱ
鱒
織
蝿
卿
．

言

●

‐

咄

Ⅱ

‐

別

‐

理

・

・

醜

・

騨

守

串

イ

鯉

●

Ｔ

鮎

・

・

‐

‐

‐

Ⅱ

●

‐

闇

‐

Ⅱ

‐

兇

‐

‐

‐

開

‐

‐

‐

開

‐

‐

‐

‐

‐

開

‐

Ⅱ

‐

開

‐

Ⅱ

‐

開

‐

‐

‐

Ⅱ

‐
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‐

Ⅱ

‐

１

淵

‐

甲

州

‐

開

削

科

…
瑚
牛
Ｍ
・
計
心
凸
．

‐
封
・
『
■
甥
必
罰

無
一
小
『
轆
辨

巽

尚

・

開

＃

叩

亘

‐

、

高

宮

守

斗

亘

閉

・

可

，

稗
壗
淫
涜
捜

詳

冒

‐

■

‐

ｂ

‐

宮

‐

必

守
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